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もっと、いい会社であるために。

　令和6年5月29日（水）、見附駅の隣に見附駅交流拠点「MITSUKERU（ミツケル）」がオープンしました。
　見附駅は、ＪＲやバスが乗り入れる市の玄関口であり、公共交通の結節点としての重要な役割を担っています。
　そんな駅周辺ですが、市内唯一の駅にもかかわらず、閑散としていて活気がないことが、課題の1つにあげられ
ていました。そこで、これまで利用が少なかった駅駐輪場の２階をリノベーションし、交流やにぎわいを創出するた
めの施設を整備することで、駅周辺の活性化につなげていくことを計画しました。完成した「MITSUKERU」に
は、これからの駅周辺の賑わいづくりに向けた中核施設となる事を期待しています。
　次世代を担う中高生や学生などの若者のほか、多くの人が集い交流すること
で、様々な可能性が生まれるとともに、若者たちが見附に住み続けたい、あるいは
一度外に出てもまた見附に戻ってきたいと思ってもらえることを願っています。
　見附市にお越しの際は、お気軽にお立ち寄りください。

（写真提供　見附市）
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　会員の皆様には益 ご々清栄のこととお喜び申し上げ
ます。日頃は法人会活動にご理解とご協力を賜り、この
場をお借りしまして衷心より御礼を申し上げます。
　三条法人会は去る6月13日に第13回通常総会を開
催、限られた時間の中、慎重審議を頂き令和6年度の
事業計画・予算の報告、一部役員の改選、そして令
和5年度の事業報告・収支決算について承認を賜りま
した。また、永年にわたり貢献された功労者の表彰な
どにより大勢の皆様に感謝の意を伝えることができま
した。会員一人一人の協力の中で今日の三条法人会
が存在することを改めて認識いたしました。
　振り返りますと、令和5年度の活動は新型ウイルス感
染症が2類から5類に引き下げられたこともあり、ほぼ計
画どおりに進めることができました。
　しかし、法人会活動の課題であります組織基盤と財
政基盤の確保という点では、依然として厳しい状況が
続いております。特に、会員加入率は年々減少し、現在
約46%に至っております。企業の発展を支援し、地域の
振興に寄与する団体であり続けるために、50%を超え
る会員増強を目指し、会員の皆様の一層のご協力を
お願いする次第であります。
　さて、日本経済は、今、アメリカとの金利差などを要因
としました円安、そして長引くウクライナ情勢の中、エネ
ルギーを中心にした各種原材料の高騰、それに伴いま
す賃上げ要請など、問題が山積しております。加えて、
これから本格化する2024年問題もあり、私達企業は先
行き不透明な経営環境にあると言わざるを得ません。
　そうした状況の中、令和6年度の税制改正が4月より
スタートいたしました。企業はもちろん私達個人にとりま
しても有益となる賃上げ促進税制をはじめ定額減税な
ど、改正内容は多岐にわたっております。
　私達は、こうした税制改正を最大限に利用しつつ企
業経営に取り組んで参りたいと思います。
　引き続き税務ご当局並びに税理士会の皆様、そし
て保険提携会社3社の皆様のご指導をお願い申し上
げる次第であります。
　結びに、会員の皆様のご健勝と企業のご繁栄を祈
念申し上げ挨拶とさせていただきます。

　この度の人事異動により、三条税務署長を拝命いた
しました曽我でございます。前任の葛綿と同様、よろしく
お願いいたします。
　新潟県の勤務は5年前に長岡税務署で勤務して以
来となりますが、歴史ある三条税務署に勤務することが
できましたことを、大変光栄に思っております。
　公益社団法人三条法人会の皆様には、日頃から税
務行政全般にわたり、深いご理解と多大なご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、「よき経営者を目指すものの
団体」として、正しい税知識の普及や納税意識の高揚
を図るため、各種説明会等に熱心に取り組まれている
ほか、租税教室への講師派遣や「税に関する絵はがき
コンクール」の開催による租税啓蒙活動にも積極的に
取り組んでいただいております。
　これらは、野崎会長をはじめとする役員の皆様の優
れた指導と会員の皆様のご尽力の賜物であり、深く敬
意を表する次第です。
　さて、税務行政を取り巻く環境は、従前のe-Taxや
キャッシュレス納付等の税務手続のデジタル化の推進
に加え、新たに国税組織として「事業者のデジタル化
促進」を掲げ、税務手続のデジタル化のみならず、事業
者の業務のデジタル化を促す施策への取組が加わりま
した。
　今後、事業者のデジタル化を後押しするためには、
企業に寄り添いながら、事業者の業務のデジタル化を
含めた様々な支援を行ってきた会員の皆様との連携・
協力が不可欠であると考えております。
　このような連携・協力体制を構築させていただきなが
ら、皆様には引き続き、申告書のみならず財務諸表等の
添付書類も含めたe-Taxの利用をお願いしますととも
に、来署することなくご自宅等から手続を行うことができ
るキャッシュレス納付や納税証明書オンライン請求も、
ぜひご利用いただければと思います。
　国税庁の任務である適正・公平な課税及び徴収を
実現していくためには、今後も、皆様とより一層の連携・
協調を図ることが重要と考えておりますので、ご支援ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人三条法人会の益々のご発
展、会員皆様のご健勝と事業のご繁栄を祈念いたしま
して、着任の挨拶とさせていただきます。

公益社団法人 三条法人会
会長　野　崎　正　明

三条税務署
署長　曽　我　高　志

ごあいさつ ごあいさつ
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　通常総会での議事終了後、福利厚生制度推進について特に功績のあった方々に感謝状と記念品が贈
呈された。被表彰者は次のとおり（敬称略・順不同）

　令和６年６月13日（木）午後３時30分から、三条市横町２
「餞心亭おゝ 乃」において、第13回通常総会が開催された。
総会では、「令和５年度決算報告承認の件」及び「役員の
一部改選の件」が上程され、原案どおり満場異議なく承認、
可決された。また、先の理事会で承認された「令和５年度事
業報告」及び「令和６年度事業計画・収支予算」の報告も
行われた。
　事業報告では、法人会の主要事業である「税制改正に
関する提言」について、要望事項を県連を通じて全法連へ

提出するとともに、管内選出の国会議員や各地区の市長、市議会議長に対し要望活動を実施したことが報告さ
れた。
　決算報告では、全体の単年度収支で約３万円の黒字となったが、その内訳として公益目的事業会計では公益
認定基準である費用を超える収入を得ておらず、公益要件を満たしていることが報告された。役員の一部改選
では、理事の42名の定員数を変更せず、三条信用金庫理事長の白倉徳幸氏に代わり、同金庫専務理事の星野
光一氏とすることが満場一致で決議された。
　総会では、多くの来賓からご臨席をいただき全ての議案が原案ど
おり承認された後、代表して、葛綿直人三条税務署長、大滝勝芳新
潟地域振興局県税部副部長、松﨑孝史関東信越税理士会三条支
部長からそれぞれ祝辞があった。
　総会の後に行われた記念講演会では、人口減少対策総合研究
所理事長で作家、ジャーナリストの河合雅司氏により「未来の年表～
人口減少三条地域で起きること～」と題し講演が行われた。

公益社団法人　三条法人会

第１３回　通常総会・記念講演会を開催
公益社団法人　三条法人会

第１３回　通常総会・記念講演会を開催

・・・・・・・・三条法人会功労者表彰・・・・・・・・

〇福利厚生制度功績者表彰
　大型保障制度契約実績
　　大同生命保険㈱三条営業所　推進社員
　　　髙　橋　明　美
　　　坂　井　　　隆

　ビッグハート紹介成約実績
　　（公社）三条法人会　理事
　　　山田仏壇店　山　田　貴　之
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○正味財産増減計算書　令和6年6月13日の通常総会で承認されました。 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

○貸借対照表　令和6年3月31日現在

令和６年度令和６年度 三条法人会事業計画・収支予算三条法人会事業計画・収支予算

	 基本財産運用益	 100
	 受取会費	 6,499,000
	 事業収益	 2,142,000
	 受取補助金等	 13,603,500
	 雑収益	 413,976
	 経常収益計（A）	 22,658,576

	 事業費	 19,635,306
	 管理費	 2,989,341	
経常費用計（B）	 22,624,647

	 当期経常増減額（A−B）	 33,929
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 33,929
	 法人税、住民税及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 33,929
	 一般正味財産期首残高	 10,971,812
	 一般正味財産期末残高	 11,005,741
	 正味財産期末残高	 11,005,741

	 Ⅰ	資産の部
	   1.流動資産	
		  現金	 33,591
		  普通預金	 5,976,237
		  定期預金	 0
		  前払金	 120,020
	 	 流動資産合計	 6,129,848
	   2.固定資産
		  （1）基本財産	
		  定期預金	 5,000,000
		  （2）その他固定資産
		  電話加入権	 122,800
	 	 固定資産合計	 5,122,800
	 	 資産合計	 11,252,648

	 Ⅱ	負債の部
	   1.流動負債
		  未払金	 55,685
		  預り金 	 191,222
	 	 流動負債合計	 246,907
		  負債合計	 246,907
	 Ⅲ	 正味財産の部		
	 	 正味財産合計	 11,005,741
		  負債及び正味財産合計	 11,252,648

○令和６年度主な事業計画
	 基本財産運用益	 100
	 特定資産運用益	 0
	 受取会費	 6,423,000
	 事業収益	 2,250,000
	 受取補助金等	 13,460,100
	 雑収益	 400,100
　経常収益計（A）	 22,533,300
	 事業費	 19,568,105
	 管理費	 2,953,979
	 経常費用計（B）	 22,522,084
	 当期経常増減額（A-B）	 △ 11,216
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 △ 11,216
	 法人税、住民税及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 △ 11,216
	 一般正味財産期首残高	 10,066,493
	 一般正味財産期末残高	 11,077,709
　正味財産期末残高	 11,077,709

１．税を巡る諸環境の整備・改善等を図るための事業
	（1）税に関す研修・セミナー事業
	（2）講演会事業
	（3）租税教育事業
	（4）税の広報事業
	（5）税の調査研究及び社会への提言事業
	（6）企業の税務コンプライアンスの向上
	（7）添付書類も含めたe-Taxの普及及び定着に向けた取組
２．地域の経済社会環境の整備・改善等を図るための事業
	（1）講演会・セミナーの開催事業
	（2）地域の福祉問題や環境問題などの改善に資する事業
３．会員支援のための親睦・交流及び福利厚生に資する事業
	（1）組織の強化・充実
	（2）広報活動の充実
	（3）青年・女性部会の充実
	（4）法人会会員の福利厚生の向上に資する事業の推進
４．本会の組織を充実し、全法連・県連・友誼団体との強化を図るための事業
５．本会の活動に関係する諸官公庁との連携を図るための事業
６．その他本会の目的達成に必要な事業

○令和６年度収支予算

令和５年度令和５年度 三条法人会収支決算報告三条法人会収支決算報告
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令和６年７月１０日付けで発令された関東信越国税局管内、三条税務署の令和６年度定期人事異動を紹介します。
（敬称略）

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

東関東信越国税局　調査査察部　調査総括課長 葛　綿　直　人 三条税務署長

新 潟 税 務 署　総務課長 石　川　　　勲 総務課長

関東信越国税局　業務センター新潟分室　主任国税管理官 西　友　　　淳 管  理  運  営  部  門　統 括 国 税 徴 収 官

長 岡 税 務 署　個人課税第一部門　統括国税調査官 横　山　正　治 個 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官

熊 谷 税 務 署　法人課税第一部門　統括国税調査官 山　本　　　毅 法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官

新 潟 税 務 署　税務広報広聴官 坂　井　　　愛 法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官

高 田 税 務 署　法人課税部門　上席国税調査官 齋　藤　　　繁 法 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官

●転　出

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

三条税務署長 曽　我　高　志 税 務 大 学 校 和 光 校 舎 　 総 合 教 育 部 　 主 任 教 授

総務課長 貝　瀬　佐紀子 新 発 田 税 務 署　総務課長

管  理  運  営  部  門　統括国税徴収官 高　橋　　　努 新 津 税 務 署　管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

個 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官 徳　永　宏　喜 村 上 税 務 署　個人課税部門　統括国税調査官

法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官 久保田　武　志 柏 崎 税 務 署　法人課税部門　統括国税調査官

法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官 吉　田　真　人 浦 和 税 務 署　法人課税第八部門　上席国税調査官

法 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官 上　村　義　和 長 岡 税 務 署　法人課税第三部門　統括国税調査官

●転　入

三条税務署の定期人事異動発令される

　国税庁は、5月31日、「令和５年分の所得税等、消費税及び贈与税の確定申告状況等について」を公
表した（令和6年3月末までの申告分）。インボイス制度開始後初めてとなった個人事業者の消費税の申
告件数は、前年から大幅に増えた。

国税庁  令和５年分の所得税等の確定申告状況を公表
（令和６年６月３日 週間税務通信No.3804より）

〇申告人員の約７割がe-Taxを利用
　令和５年分の所得税等の確定申告書の提出人員は、
前年比1.3％増、申告納税額のある者は2.3％増、所得金
額は7.0％増、申告納税額10.0％増といずれも増加した。
　所得税等の申告人員のe-Tax利用状況は、次の表の
とおり。e-Tax利用による申告人員1,604万6,000人は、
前年比7.3％増で、申告人員全体の約７割を占めた。この
うちスマホ申告が316万2,000人の27.0％増で、自宅から
e-Taxで申告した者の約半数にのぼった。
　また、マイナポータル連携を利用して控除証明書等を
取得した者は、前年分から約1.5倍だった。

e-Tax利用人員

11.823
（50.9％）

10,757
（46.9％）

6,905
（29.7％）

5,919
（25.8％）

4,851
（20.9％）

3,866
（16.8％）

16,046
（69.0％）

14,948
（65.1％）

2,556
（11.0％）

2,646
（11.5％）

自宅等からのe-Tax

納税者による送信

確定申告会場からのe-Tax

マイナンバーカード方式
での送信

令和5年分 令和4年分

所得税等の確定申告書をe-Taxで提出した人員
（単位:千人）

※括弧内は確定申告人員全体に対する割合（構成比）



（6）令和 6 年 9 月 10 日 （第 52 号）三 条 法 人 会 だ よ り

青 年 部 会 の 活 動

　青年部会は、税務署管内小学校の高学年を対象に開催される租税教室に講師と
して参画しており、各地区の青年部会役員が持ち回りで担当している。
　今年度は7月末現在、7校で12回実施された。子供たちに租税の意義や役割を理
解してもらい、その使い道に関心を持ち、これからのことを考える心を育てること
を目的として、青年部会独自のシナリオでそれぞれが工夫しながら行っている。

月岡小学校での租税教室には三条市長が教室の様子を見学され、市内施設への税金の使われ方について話
があった。
　中期的には、講師の担い手確保が課題となっている中、学校や児童から様々な
お礼状が届き、今後の活動の励みになっている。9月以降も小学校から租税教室の
開催要請が寄せられており、どうしたら子供たちに「税についてわかりやすく」
理解してもらえるかを部会員で相談しながら、今後も少しでも多くの児童に税の
大切さを伝えていくこととしている。

　5月28日（火）午後5時30分から「餞心亭おゝ 乃」において定時総会が開催され、令和6年
度の活動の基本方針を決めた。基本方針は、税知識の向上と企業経営の健全なる発展、
地域社会の貢献を目指した事業活動を柱に会員相互のつながりを深める団体として活動す
ること。特に、「租税教育活動」や「会員増強運動」は積極的な展開を図る。さらに、「財
政健全化のための健康経営プロジェクト」の意義を浸透させる展開を図り、e-Taxの利用拡

大の推進では添付書類も含めたものとすることとした。令和5年度事業報告・収支決算報告、令和6年度事業計画
（案）・収支予算（案）が満場一致で承認された。
　総会前の記念講演会では、新潟市中央区、スポーツクラブNAS新潟の常本将之支配人
から「健康と経営」と題した講演が行われた。講演では、社員の健康について経営者とし
て戦略的に、積極的にサポートしていくことの考え方が理論的に、また課題を踏まえて具体
的に説明があった。
　総会は、葛綿税務署長、松﨑関東信越税理士会三条支部長、野崎三条法人会長を始
め、多数の来賓をお招きして開催された。

青年部会定時総会と記念講演会の開催

各地区で租税教室を実施

　7月4日（木）燕西蒲・新津・三条法人会青年部会は合同で視察研修会を開催
した。今年度の会場は西蒲区の笹祝酒造㈱とし、明治32年の創業以来の歴史
ある木造建築の建屋で、昔と変わらぬ地域の生活酒を造り続ける日本酒蔵を
見学。蒸気を逃がすための大きな木製ダクト、光を効果的に取り込むよう計
算された明り取り窓など、機能美に満ちた建物も含め、麹づくりから製品と
なるまでの工程を学んだ。

燕西蒲・新津との青年部会合同視察研修会を実施

　8月下旬、ジェネリック推進のシールとマイナンバーカードケースを部会員企業へ配布した。ジェネリ
ック医薬品の利用促進に向けた具体的な取組としては、今年度で2年目となる。今年度は、対象を部会員
から部会員企業の協力いただける社員にも拡大し、「ジェリックでお願いしますシール」の配付に加え、
健康保険証がマイナンバーカードとの一体型になることを想定した「カードケース」を追加した。

ジェネリック推進ツールを配布

ジェネリック医薬品とは。　先発医薬品新薬と同じ成分で、効き目・品質・安全性が同等な後発医薬品で、開発費が抑えられる
ため低価格。ジェネリックの使用率約7割が（2018年当時）10割になると年間1.2兆円の医療費が削減できるとされている。
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女 性 部 会 の 活 動

　4月18日（木）広島市の「広島グリーンアリーナ（広島県立総合体育館）で第18
回「法人会全国女性フォーラム広島大会が開催され、全国から部会員1,665名が
集まった。当法人会女性部会からは、代表して2人が参加した。
　式典では、スローガンの唱和の後、映像による活動の事例発表が行われた。
記念講演会では、「音楽・師との出会い～今、我々に求められること～」として、
広島交響楽団桂冠指揮者の下野竜也氏による講演と演奏（広島ウインドオーケ
ストラ）が行われた。情報交換会では、「食品ロスを減らそう！～法人会にできる

こと～」と題した井出留美氏のセミナーを聴講し、今後どのような活動ができるか等について、テーブルディスカッ
ションが行われた。会場では、女性部会が租税教育活動として取り組んでいる税に関する絵はがきコンクールの昨
年度受賞12作品が紹介された。

第18回「法人会全国女性フォーラム広島大会へ参加

　5月21日（火）の定時総会の開催に先立った今年度の企業見学会が、加茂市
の㈱皆川製作所を研修先に実施された。曽根亮子社長の事業説明からは、社
員一人一人の個性と感性を大切にすることや、品質を誇るためには知恵と努力、
注意と創意の積み重ねが重要であることなどの思いに触れ、有意義な研修と
なった。

企業見学会の開催

女性部会定時総会が開催
　女性部会の本年度の定例総会が、5月21日（火）加茂市「日本料理きふね」において葛
綿三条税務署長、藤本税理士会三条支部副支部長、野崎三条法人会長を始め、多くの
来賓をお招きして開催された。
　総会では、令和6年度事業の重点として、部会員の自己啓発を図るための各種研修会
や税に関する研修会の開催、税に関する絵はがきコンクールの実施、部会員相互の交流

を通じた情報交換を図ることなどとした。令和5年度事業報告・収支決算報告、令和6年度事業計画（案）・収支予
算（案）が満場一致で承認された。具体的な事業では、絵はがきコンクール、節電のいちごプロジェクト、地域貢
献事業としてタオル寄贈等の事業を今年度も進めていく。

　ピーク時間の使用電力削減を目指し、平成27年度から毎年、家庭における使用
電力の削減運動である「いちごプロジェクト」に取り組んでいる。今年度も啓発の
ためのうちわを作成して、各地区の夏まつり会場などで配布活動を行い、熱中症
に気を付けながら無理のない節電を呼び掛けている。
　７月下旬には、夏の節電対策として省エネ・節電メニューを掲げたチラシを全会

員企業に配布し、協力を呼び掛けた。毎年、実を付け、全国で広く栽培されている「いちご」のように、今後も継続
して取り組む社会貢献活動として実施していくことにしている。

「いちごプロジェクト」節電メッセージ入りうちわ配布

　今年度で13回目となる税に関する絵はがきコンクールの作品募集が9月13日で終了し、今後は、11月15日に開催
する合同納税表彰式で表彰する入賞作品の審査が行われる。
　コンクールの目的を効果的に進めるため、これまでの夏休み前の各小学校募集に加え、青年部会等で実施して
いる5月からの小学校単位の各租税教室の場でも募集を行ってきた。同コンクールの目的は、税金が毎日の生活の
中でどのように役立っているのかということを小学生に知ってもらい、絵はがきにすることで更に理解と関心を深
めてもらうために実施しているもの。

第13回税に関する絵はがきコンクールの作品募集終わる
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　２月１日（木）ジオ・ワールド ビップにおいて新春講演会・賀詞交歓会が開催
された。冒頭では能登半島地震の犠牲者に黙とうを捧げた。講演会では経済
ジャーナリストで作家の渋谷和宏氏を講師に招き、「誰も語らない日本経済の
行方～輝く組織・輝く人は」をテーマに、71名が講演を聞いた。「日本経済は悪
くはない。元気を出そう」と呼びかけがあった。理由は、強制貯蓄のリベンジ消
費や時間に関する消費である。今後のビジネスに必要とされる判断基準は、

「顧客のことを第一に考えているか。無私であり
利他であること」とした。
　続く賀詞交歓会では、葛綿三条税務署長や
松﨑税理士会三条支部長、兼古三条商工会
議所会頭を始め、多くの来賓を迎えた。会員一
同、新年を迎え気持ちを新たにした。

新春講演会・賀詞交歓会が開催

　会員企業の福利厚生制度推進のため、７月９日（火）越前屋ホテ
ルにおいて厚生委員会が開催された。連携保険会社からは、今年
度の推進施策や取扱商品の説明や加入による会員のメリットの説
明があり、今後も引き続き会員企業に周知していくこととした。
　説明では、健康保険の被保険者は業務災害で健康保険が使え
ないことや、経営者の業務中のケガは労災保険が原則適用されず、
健康保険も使用できないため自由診療（全額自己負担）になったり、
雇用保険も適用されないことなどが紹介され、経済的な損失をカバーして企業を存続させていくための備え
が必要とされた。
　損害保険では保険料割引で法人会年会費をカバーできる場合があることや、生命保険では会員企業に
勤めていれは、家族や二親等以内の親族も集団扱いの割安保険料の対象になることなどの説明があった。

厚生委員会で連携３保険制度加入のメリットを確認

新しい仲間をご紹介ください
入会申込書はホームページからダウンロード

　法人会は、もっと積極的な経営をしたい、正しい税知識を身に着けたい、社会の
役に立ちたいなどの経営者の皆さんを支援するための全国組織です。地域を超え
た多業種との交流や情報交換ができます。
　入会申込書は、ホームページから簡単にダウンロードできます。年会費は、資本金
額に応じて1,000万円未満の年3,000円から1億円以上の年25,000円まで5区分です。
　三条法人会では、１年を通して会員増強運動に取り組んでいます。会員企業の皆様
からのご紹介や入会をお考えの経営者の皆様からの入会申込をお待ちしています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。（http://www.sanjohojinkai.or.jp/）

▲詳しくは公式HPへ
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　会員交流事業として毎年恒例となっている三条法人会親善ゴルフ大会
が、第２４回として６月２０日（木）に下田城カントリー倶楽部で開催された。前
回を上回る９４人の参加を得て、さわやかな青空の下、活発な交流と親睦が
深まる一日となった。
　表彰式と懇親会は、ジオ・ワールドビップにおいて盛大に開催され、今回か
ら新たに設置された団体戦の「同組トップ賞」として、メンバー全員の表彰も
行われた。
　表彰の中では、イーグルを含む、年齢より少ない打数でホールアウトする「エージシュート」を獲得した野崎勝康さんを
お祝いした。成績は、以下のとおり。（敬称略）

・個人戦　　　　　　　 グロス  HDCP   ネット
	 優　勝	 斎藤　　聡	 （	103	 33.6	 69.4）
	 準優勝	 野崎　勝康	 （	80	 9.6	 70.4）
	 ３位	 松山　浩仁	 （	84	 12.8	 71.2）
	 ４位	 武田　恒夫	 （	99	 27.2	 71.8）
	 ５位	 渡辺　義弘	 （	96	 24.0	 72.0）
	 ６位	 関根貴代美	 （	93	 20.8	 72.2）
	 ７位	 林　　茂久	 （	93	 20.8	 72.2）
	 ８位	 土本　輝治	 （	82	 9.6	 72.4）
	 ９位	 関根　龍一	 （	108	 35.2	 72.8）
	 10位	 徳橋　宏誌	 （	86	 12.8	 73.2）
　　　　　　　　　　　　　　　　アウト　 イン  グロス
・ベストグロス賞　　野崎　勝康	 （	42	 38	 80）
・セカンドグロス賞　田辺　　靖	 （	40	 41	 81）

　所得税や住民税で実施されている「定額減税」と今後市町村で実施される
「調整給付」のポイントや、令和５年から実施されている「インボイス制度」につ
いて今後の対応策をテーマとした令和６年度三条法人会実務講座が、９月６日

（金）三条商工会議所会館研修室で開催された。講師のアトラス税理士法人、
税理士松﨑孝史氏により丁寧な解説が行われ、両制度の内容やポイントを確認
し、理解するチャンスとなった。
　主な内容として、第１講の「定額減税のそこが知りたい」では、定額減税と年末調整の対象者、復興特別所得税・住
宅控除とふるさと納税特別控除の関係性、市町村が行う定額減税と調整給付などについて。第２講の「インボイス制
度の見えてきた課題と対応」では、免税事業者や課税事業者の対応策、仕入税額控除の要件、２割特例と立替金精
算書等と仕訳、消費税法上の経費と所得税・法人税法上の経費などについて説明があった。

実務講座は定額減税のポイントとインボイス制度への対応

第24回三条法人会親善ゴルフ大会に前回を上回る94人参加

・シニアの部　　　　　 グロス　HDCP　 ネット
	 優　勝	 野崎　勝康	 （	80	 9.6	 70.4）
・レディスの部　　　　 グロス　HDCP　 ネット
	 優　勝	 関根貴代美	 （	93	 20.8	 72.2）
・団体戦（新設）　　　 グロス　HDCP　 ネット
	 優　勝	 イン６組目	 （	262	 38.4	 223.6）
	 　　　	 野崎　勝康	 （	80	 9.6	 70.4）
	 　　　	 栗山　　弘	 （	90	 16.0	 74.0）
	 　　　	 加藤　綾子	 （	92	 12.8	 79.2）

　日商複式簿記講座が８月２７日（火）から全１７講コースとし、毎週、火曜日と木曜日の日程で、三条商工会議所会館
研修室において開始され、初日は開校式が行われた。今年度もアトラス税理士法人の松﨑孝史氏を講師に行われて
いる。講座の最終目標は日本商工会議所主催の簿記検定３級合格を目指したもので、多くの受講生の挑戦が始まっ
た。複式簿記の仕組みや取引発生から元帳記入、試算表・精算表の作成などについて、実務未経験で全く簿記を知
らない人にも分かりやすく基礎から解説されている。

日商複式簿記講座が開催中

８月 27日（火）、29日（木） 8/27開校式
９月 3日（火）、5日（木）、10日（火）、12日（木）、17日（火）、19日（木）、24日（火）
10月 1日（火）、3日（木）、8日（火）、10日（木）、15日（火）、17日（木）、29日（火）、31日（木） 10/31閉校式

写真は令和5年9月5日の実務講座
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　弊社は、昭和36年2月加茂市で創業以来63年を
迎えました。製造品目としては、各種機械器具な
どの金属部品加工を行ってきました。昭和51年に
現在の田上町に移転、昭和63年に工場増築、建設
機械部品の生産を開始し、平成4年には農機具部
品の生産を開始、平成18年川船工業団地内に第二
工場を開設して、現在に至ります。
　現在は、マシニングセンターとCNC旋盤を主体
とした工作機械で、鉄・ステンレス・アルミなど
様々な材質に対応し、丸、角形状はもとより、工夫を凝らした治工具を活用した鍛造やロスト

ワックス、ダイカストなどの異形状の部品加工も得意
としています。
　近年は、船舶用、医療機器、アウトドア用品などの
部品加工も行い、切削加工のエキスパート集団とし
て、様々な場面で使用される金属部品の切削加工を
行っています。
　ISOに基づく品質基準はもちろん、高品質部品の量
産化を実現する技術と管理体制による「熊倉品質」を
提供しています。

　また、マシニング・旋盤など各種工作機械を複数台保有するため自社内で加工を完結できる
ことが強みであるほか、図面受領から量産供給開始までが早く、年間生産数が数十個から数万
個までの量産部品を短納期で生産実現することができます。
　これらの強みを生かしながらさらに発展するため、
今後の計画として、社員の技術力向上、社員増員と自
動化設備機器の増設、本社と川船団地工場を統合する
ことが当面の目標です。
　合言葉は「田上町から、世界へ。」。そのために人
を育て、技術を磨き、金属を削り、未来を創る。これ
からも世界のものづくりに貢献し続けます。

企業訪問
●代 表 者  代表取締役　熊倉 勝昌
●住 　 所  〒 959-1513　田上町大字川船河丙 239 番地 9
	   TEL 0256-52-1673　FAX 0256-52-2276
●資 本 金  1,000 万円
●従業員数  35 名
●事業内容  金属切削加工
●Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.kumakura-s.co.jp/
● e - m a i l　honsya@kumakura-s.co.jp

【会社の概要】
有限会社 熊倉製作所
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　今年の青年部会と女性部会との合同新春講演会・懇談会が２月７日
（水）、餞心亭お 乃ゝで開催され、40名が交流を深めた。開会に先立
ち、出席者により能登半島地震の犠牲になった方々に対し黙とうが捧げ
られた。税務署長始め税務署担当官や税理士会三条支部長、連携保
険会社支社（支店・営業所）長、法人会長を来賓に迎えて行われた。
　講演会では、中條青年部会

長の新春挨拶の後、「楽しい終活」として行政書士で家族信託専
門士の高橋正芳氏によりクイズ形式で行われた。相続に関する分
かりやすい解説があった。懇親パーティーでは、坂田女性部会長の
開宴挨拶の後、大福引抽選会とともに、青年部会と女性部会の部
会員が情報交換と交流を深めた。

青年部会・女性部会 合同新春懇談会が開催

　「セミナーを受けたいけど忙しくて時間が取れない。」「遠くまで出かけずに近くでセミナーを受けた
い。」「受講したいと思えるセミナーが開催していない。」「継続的に研修ができるシステムがほしい。」
　三条法人会のホームページから700タイトル以上のセミナーが受講できます。使い方は、お好みのセ
ミナーをパソコンやスマホ、タブレットから選んで、クリック又はタップするだけ。すぐに利用できます。
会員IDとパスワードは、（公社）三条法人会までお問い合わせください。「じっくり聴き
たいあの人の講演」「ちょと知りたいあの言葉」、仕事に役立つ情報やヒントが満載。
ホットな経営情報など豊富なコンテンツが随時、更新されます。
（http://www.sanjohojinkai.or.jp/）

700タイトル以上の「インターネットセミナー」開催中
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生 き る 〜 健康法・趣味〜

編 集 後 記

　今年、元日早々能登半島地震に始まり各地での大雨による水害、また日中 40℃を超える酷暑と天災が
各地で起きています。そして、まだまだ物価高騰により生活が厳しくなってくるのではないかと心配しており
ます。これからの時代“自分の身は自分で守る”といった言葉が常に出てくるのではないかと不安になります。
皆様方には、体調管理また防災に気を配りながら生活して頂きたいと思います。まだまだ残暑が厳しいと
思いますが、三条法人会の皆様方には、各地区一致団結し活発な活動が出来るようご支援いただきたい
と思います。

（総務・広報委員長　長岡信治）

　生まれた家が電気工事業を
やっていたので、小さい頃から

祖母に「おまえは会社を継ぐんだ」と言われてい
ました。心の中では「絶対に継ぎたくない」と思っ
ていました。将来の選択肢はもう自分には無く、
この道しか無いなんてと感じたのだと思います。
だからといってやりたい事が明確になっているわ
けでも、勉強に勤しむわけでもなく、部活や仲間と
遊んだりゲームをしたりの学生生活だったと思い
ます。
　進学も家業から離れたくてあえて文系の大学
に行きましたが、やはり合わなくて加茂に戻って
来ましたがやりたいこともなく…。親の勧めもあり、
とりあえず新潟テクノスクールで電気工事士の
資格を取りに行くことにしました。行ってみると座
学も実技も面白いんです。高校の時、物理で
習った電気は苦手でしたが…。まだ家業を継ぐ
気はありませんでしたが、電気工事も良いなと思
えました。そして、テクノスクールに求人票が届い
ていた三条の会社に見学に行き、そのまま修行
に行くことになりました。
　修行先からはこれまでのんびりマイペースだっ
た私を指導していただき、今の私の基礎が作ら

れたと感じています。数年でいなくなる人間に時
間と労力を掛けて教えていただいたことは、感謝
してもしきれません。
　いつの間にか電気工事を面白いと思うようにな
りました。そして、家業に入ってからは仕事の経験
を積むことはもちろんですが、電気工事組合の青
年部と加茂青年会議所にも入り、それぞれ同業
だからこそ話せることや同じ境遇だからこそ話せ
ることを沢山議論し、新しい知識や考え方を経験
することが出来ました。
　そして今、これまでの出会いから家業の他に

「加茂七谷温泉美人の湯」の運営にも関わるこ
とになりました。同じ世代の仲間たちと目標達成
に向けてそれぞれが役割をこなしていく。そう
いった経験が重要だったと思います。
　もちろん目標を達成できないこともありましたし、
心が風邪をひきそうになったこともありました。そう
いった経験も今となっては貴重なものになったと
思いますし、これ以上になると風邪気味になると
感じられるようにもなりました。
　決して私が優秀だとか、特別だとかということ
ではありませんが、絶対に言えるのは、両親、妻を
含めて出会いに恵まれているなーと感じているこ
とです。
　そして今、私がして貰ってきたように、これまで
の恩をお返しし、恩に報いることができるようにな
れたらと思っています。

『これまでを振り返って』
株式会社　三野電機商会

代表取締役　三野　敏弘  様
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新潟支社 〒950-0087 新潟市中央区東大通1-2-25　北越第一ビルディング４Ｆ

AFアツ課-2024-0319-2407059　7月12日
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新潟支社三条営業所/
新潟県三条市林町2-1-24
TEL 0256-33-3045


